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保積民の新観機

　　16舳lh中村鏡
　　（本誌第169頁参照）

触　　穐曝
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O計算圖表に依る攣星光度計算：
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　　東亜天：文協禽

曾員に關する報告

　　〔入　會　者〕

荒川昌i次（栃木）
勇琶井啓一（和歌山）

　　〔観照部入部〕1

田　申　雅　男（鎌　倉）

　　〔逝　　　　…x〕

　　　（注意）：

川　島　正　吉（漏　洲）

三　好　敏　美（東　京）

南　　由次郎聯口歌山）

青　木　　　章（大　阪）

江　川 義（干　葉）

渡　邊　彰　夫（大　連）

北　見　彰　久（大　阪）

荒川昌次（栃木）

御移轄の節には直ちに（前住所をも並記して）御通知下

さい．観測部（へ入部）の方は其旨附記して下さい．

臼召零叩［7璃匡分曾費・部費籟牧者N：名

　　會費　（4圓）
野　村　　　修（島　根）

荒　川　昌　次（栃　木）

中　埜　単手（朝　鮮）

廣瀬満敏〔京都）
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林』 @克己（廣島）
山　崎　幸　夫（大　阪）
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東京一中天交部
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　　會賢（一一部完納）
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東京一中天3こ音K
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宗田順二（大阪）
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關西學院（西宮）
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田村　正三　函舘市冨前町7

朧翻岩手縣水澤盤脚鰍澤・）

森下功鵬島縣豊津rP學校
内藤　一一男　群馬縣太田町東長隅甲851

古畑　正秋　東京市一上野公園科學博物館内

五緒齋三｛醜、3馨1酒糟茶屋’43

土居　客層　，，　　芝匹南佐久間町2の4

稻垣　武五　・v　　，，　田町6の19

小森　幸正　甲府市甲府放逡局構内官舎

上鎌　斑入　松本市仲町

巾澤　　登　長野縣埴科郡東條村

沓掛　七二　”　　小堂郡青木村村松

清水　眞一　日岡縣島田町G59＞

大石　辰次　”　　志太郡吉永村吉永1768
羽田　野　　　．貞　　新潟市古田］陰型リ三番田丁

腰瀬永治郎　岐阜縣美濃町

中澤　喜一　名古屋市西匠西萬町3

河路甲午郎　愛知縣鳴海町白山110

小骨孝二郎　和歌山縣有田郡金屋（金崖30）

坂元　鐵馬　奈良市法蓮寺町田95

平穏　成麿　滋賀縣野洲郡中里村（中里30）

四囲　下郎　滋賀縣八幡町池田町5（335）

山本　　進　”　　草津町大路井420

藤井　守一　大津市石揚濱（大津1450）

i垂i井撫太郎　京都市明倫小五二（本2236）

小穴　匡雄　”　　七半大宮坐商魯敵宅
宇野’ ﾇ雄　”　　上京匿紫竹下芝本町72

吉岡　久男　”　上京硬出雲路立本町14

百濟　敷猷　大阪市南久太郎町4丁目17

西川　英男　”　　佳吉匿阪南町中3丁目

前粟穂次郎　”　　”　　田遽東の丁4の20

山崎　幸夫　”　　”　　帝塚山申4丁目
ノ∫、尾　　榮松　　　，，　　　　安土町2＝r目（本805）

西村　傳次　，，　　市岡中口校（西110）

高城　武夫　”　四訓電氣特質館（新町1）

宮森　作造　”　　大手前高女（東41）

廣野熊治郎　”南隆安堂寺橋3丁目（malagg）

田村　丈造　，，　東溌川慮長柄西通1の14

梅本　恒央　，，　　天王寺圏逢上町34の1

大rl周作大阪市東匠豊後町25（東3457）

井伊　秀勇　大阪府豊中中學校（岡町118）

井本　　進　兵庫縣武庫郡本山村岡本高石

伊達英太郎　阪急沿線雲雀ケ丘（池田2546）

村山　辮次　西宮市今津町水波103

吉田源治郎　，，　　”、　高潮67

小泉　功　，・　　，・　　”　68

想出　香鳩　中戸市須磨匪醐守町（須磨140）

羅部　進”心急高羽ソワ山（御影3546）

．美田　爲三　”須磨離宮西町1の蝋須磨938）

帥田　志雄　，，　　林甲匠苅藻通1／8

宮原　　節　岡山市國富本町476

原　、澄治　倉敬市本町（75）

森本慶三津山市由下（　）
松本　義一　尾溢市久保町1453の1（752）

置田　安夫　廣島市白洲東中町71

村上　忠敬　廣島高等師範學校

本田　實　十島縣沼隈郡瀬戸村鶴測所
恵藤　一郎　山口市棒立教育博物鎮（294）

河端　定恵　愛媛縣薪居濱市山田

飯　　義壽　今治市片原町（54）

古賀和吉　大牟田市通町2（2264）
有田　　邦雄　　長崎幸艮時薮見拠り所（580）

吉田千校子　肇轡高雄州旗山526の3

松本　武男　，，　彰北高女（　）

吉事　昌久塁北市田上石事務所

察　章　献　豊北市入船町1の52

渡邊精吉郎　大蓮市臥龍壷41

河合　孝一　大連市満点本杜幅添乳共濟係

橋田　義壽　，，　錦町1の19
後閑　茂樹　満洲國撫順新屯小二藍　　　‘

鯛彫簾懇細編嶋緬
津野田誠吾　中華民國汕頭病院

熊・儀助｛黙認㎞St・H㎝噸

離塁駅頭｛撒sら1坤幽

催信一朧黙認鷲贈

　　　　　　　　　　　　　地　方　委　員　規　定

第1條地方aアル曾員中ノ有志者ヨリ峙ご適任者ヲ推畢シ地方委員トスル・

第2條地方委員・体會・主旨磁キ，其ノ諸事業ヲ援助シX一般會員・指導奨拗スノレ・



1942年 五月の天象時刻はβ本標準時

　新緑の五月，太陽は“ぴつじ座”から“うし座”アルヂパランの附近まで

進む．書はいよV・よ長く13時間孚を超える．季節は初夏，6日に立夏，22日

に生干となる．2日の八十八夜を過ぎて農家もいよいよ忙しい．

　月は1日に漏月（てんびん），7日に下弦（みつがめ），15日に新月（うし），

23日置上弦（しし），30日に再び満月（へびつかぴ）となる．　この月は満月

直後に地球に近く．又，新月後に最遠となる．

　水星は宵の西天を飾り，太陽から離れるとともに光度も一1mから＋2mに

まで降る．19日に東方極大離角となり，この月は槻望に都合がよい．5日に

は天王星と土星とに禽合する．

　金星は曉の明星とレて“うを座”南部を順行してみる．光度一4mt今年は

夏頃までが観測に好都合であるが，秋分から冬にかけては太陽に近づくため

不適當となる．

　火星は夕の西室に2等級の姿を見せてみる．距離は2軍拡s観直径4”牟で，

v・よいよ遠v・．

　木星も夕星で，次第に太陽に近づいて行く．光度一1級孚，観測には適し

ない．

　土星は天E星と共に下旬には太陽と倉合する．その後，曉星となる．光度

O．3m．

　天王星は22日に太陽と會合，光度6．2m．

　海王星は，日が暮れると東の室に見られる．“をとめ座”β星の東を徐々に

逆行してみる．光度7．7’”，覗直輕2．5”，予測に好適である．

　この五月に観望に都合のよい遊星は水星，金星と海王星の3つで，他は何・

れも太陽に近V・ため，ここ暫くは観難くなる．

　五月には有名な．“みつがめ座”η流星群が見られる，．詳しいことは本誌第

169頁に小愼課長の記事がある．

　天象の詳細は本誌第247號（本年第1號）1942年年の天文年鑑號及び急報を見

られよ．
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　　東亜天文協會
大正9年（1920年）創立，昭和7年（1932年）改名

　山　本　一　清（滋賀縣草津町大路井420；同栗太郡上田上村桐生）
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本部所在地
事務局所在地
纒凝する天女台
大阪支部所在地

旧卒　麦部
黄道光観測所

田上天女憂　滋賀縣栗太郡上田上

滋賀縣堅田町車内
倉敷天女台　岡山縣倉敷市
大阪市電氣科拳館プラネタリウム　（大阪市四ツ橋）

海軍市公會堂四

幅島縣沼隈郡瀬戸村

　　　　　　　　　　東亜天文協和観測部

　　1．流星課（課長和歌山縣有田郡金屋小棋孝二郎，幹事宇野良雄）
　　2．彗　星　課　（課長　滋賀縣草津町大ea井　420　山本　進）

　　3．慶　星　課　（課長　木早成麿，幹事　小澤喜一）

　　4．太陽課（課長鉄，幹事静岡縣志太郡吉永村吉永1768大石辰次）
　　5．黄道光課（課長田上天文塁山本一清，幹事本田實）
　　6．豫　報　課　（課長　山本一浩，幹事　紳出撃雄）

　　7．機　械　課　（課長　滋賀縣野洲郡中里村木部　木邊成田）

　　8．窟　眞　課　（課長　大津市鹿關町　堀井政三）

　　9．遊星面課　（課長　兵児鴨川遇郡雲雀丘　伊達英太郎，幹事　木邊成麿）

　　10．掩　蔽　課　（課長　大阪市佳吉医萬代東4の6　高城武夫）

　　11．月　面　課　（課長　伊達英太郎）

　　12，歴史研究課　（課長　兵庫縣武庫郡本山村岡本高石344　井本　携）

　　　　　　　　　親面部規定　（昭和6年11月22日制定）
第1條　　本観測部ハ東亜天丈協會ノ目的テ達スル爲メノー事業トシテ，天盟ノ観測

　　研究チ行フ．

第2條，第3條，第6條　　（略）
第4條　　東亜天草郡會員ハ希望ニヨリ本観測部員5ナル事が出來ル．
第5條　　部員ノ・観測上ノ必要二盛り課長ノ指導及ビ東亜天丈プレテン，東亜天丈鮎

會急：日並ビニ種々ノ印刷物ノ配布テ受ケ〃．

御申込みは 滋賀縣堅田局匿内　東亜天文協會　（電話は鰹田郵便罵）

（途金は安全，確實な振替ロ座大阪56765誓へ）

　天　募
饗鷺滋賀縣滋賀郡眞野村大字眞野・・3

蛮行所　　　同　　　　　　上
印刷所　京都市上京旺上椹木町千本東入

印刷者　 ’同　　　　上
配給元　東京市紳工匠淡路町二丁目九番地

下25・號翻i離職昌羅㊧〔MM金4・K）逡料金・厘

｛，本館灘蕩綴瑠
　　　　　同　　　　　　上

　　　眞美印刷所〔電西陣3702〕
　　　　　　　　　橋本　岩　太　耶

　　　日本出版配給株式會肚


